
※場所等の詳細は、参加希望者に後日お知らせいたします。 

テーマ 「乳幼児期の発達と学童期の学びについて」 

 

期 日：令和６年１１月１２日（火） 

                 ９：３０～１０：３０ 

 

講 師： 筑波大学附属聴覚特別支援学校 

       主幹教諭  鎌田 ルリ子 氏 
 

講師紹介 
 鎌田先生は、筑波大学附属聴覚特別支援学校の幼稚部で、長年、ご指導をされてきま
した。幼稚部の学級を担当し、幼児の集団遊びややりとりについてご研究され、論文にま

とめたり、研究会等で実践発表を行ったりして幅広くご活躍されています。また、教育相談
担当として、就学前のお子さん、保護者に対して、聞こえや言葉に関すること、子育て等に
関すること等、数多くの相談に対応されています。 
 今回は、聴覚特別支援学校で長年、子ども達と関わってきた経験から、大切にしている

ことを中心にお話をいただきます。特に、幼児期の分かり合える関係を築くことが学童期
の学びにどう繋がっていくのかを含めてお話をいただきます。 
 
 

 

講話テーマ 

 「聴覚障害児の育ちを支える大人の関わり」 
   ～青年期の育ちを見据えて～ 
 

期 日：令和６年１１月２６日（火） 

                 ９：３０～１０：３０ 

講 師： 筑波技術大学 

教授 長南 浩人 氏 

 

講師紹介 

 筑波大学大学院教育研究科を修了後、神奈川県立高等学校や神奈川県立平塚ろ
う学校で教諭として、教育に携わってこられたのち、現職としてご活躍されています。 

２０１０年４月から「聴覚障害」誌（聾教育研究会発行）に「聴覚障害児の読み書き指
導」と題して連載をされ、「読みながら考える力と考えを書く力を育てるため」の指導法に
ついてご示唆いただきました。長年、聴覚障がい児の読み書きの力や音韻意識の発達な
どをご研究され、聴覚障がい児の学びについて、数多くの研究論文や著書を出されてお
られるほか、研究会では助言者や講師としてご活躍中です。 
今回は、中学生から先の進路の出口を見据えた際に大人としてどう関わっていくかに

ついて、お話いただきます。 

小倉聴覚特別支援学校 保護者学習会③ 

小倉聴覚特別支援学校 保護者学習会④ 


